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フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ゴ
ー
チ
エ
博
士 

ク
イ
ー
ン
ズ
大
学
（
カ
ナ
ダ
）

翻
訳　

難
波
阿
丹
（
聖
徳
大
学
准
教
授
、
学
際
情
報
学
博
士
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
と
架フィ
ク
シ
ョ
ナ
ル空

の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
の
関
係
に

つ
い
て
の
分
析
は
、
今
ま
で
ほ
と
ん
ど
フ
ァ
ン
研
究
の
視
点
か
ら
論
じ
ら

れ
て
き
た
（C

oppa (2006); Booth (2008);  W
ood &

 Baughm
an (2012); 

M
cC

lellan (2013); Bore &
 H

ickm
an (2013); 

そ
し
てLookadoo &

 
D

ickinson (2015

））。
こ
れ
ら
の
研
究
は
、
フ
ァ
ン
お
気
に
入
り
の
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
に
捧
げ
ら
れ
た
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
の
ア
カ
ウ
ン
ト
を
創

作
す
る
お
り
に
、
フ
ァ
ン
に
よ
っ
て
演
じ
ら
れ
る
重
要
な
役
割
を
と
り
わ

け
強
調
す
る
。
架
空
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
た
め
の
「
非
公
式
な
」
ソ
ー
シ

ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
の
ア
カ
ウ
ン
ト
は
、
フ
ァ
ン
が
、
自
分
の
お
気
に
入
り
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
属
す
る
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
（
虚
構
）
の
世
界
と
そ
の
フ
ィ

ク
シ
ョ
ン
を
め
ぐ
る
フ
ァ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
両
者
の
一
部
に
な
る
こ
と

を
可
能
に
す
る
の
だ
。
し
か
し
、
架
空
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
た
め
の
「
公

式
な
」
ア
カ
ウ
ン
ト
作
成
に
よ
っ
て
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
を
ト
ラ
ン

ス
メ
デ
ィ
ア
の
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
へ
と
組
み
込
む
と
い
う
、
比
較
的
最
近
の
現

象
に
つ
い
て
、
研
究
者
は
ほ
と
ん
ど
検
討
し
て
こ
な
か
っ
た
。
ト
ラ
ン
ス

メ
デ
ィ
ア
の
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
に
お
け
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
の
使
用
は
、

『
ハ
ロ
ー
・
ギ
ー
ケ
ッ
ト
（H

ello G
eekette

）﹇2008–2011

﹈』『
ヌ
ー
ブ

（N
oob

）﹇2008–

﹈』、『
マ
ー
ブ
ル
・
ホ
ー
ネ
ッ
ト
（M

arble H
ornets

）

﹇2009–2014

﹈』、
そ
し
て
『
カ
ー
ミ
ラ
（C

arm
illa

）﹇2014–

﹈』
と
い
っ

た
独
立
系
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
に
よ
る
制
作
物
に
も
は
や
限
定
さ
れ
て
い

―
「
包
含
」
型
受
容

没
入
、ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
、

そ
し
て
ト
ラ
ン
ス
メ
デ
ィ
ア
の
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
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な
い
。
そ
れ
は
現
在
、「
マ
ー
ベ
ル
・
シ
ネ
マ
テ
ィ
ッ
ク
・
ユ
ニ
バ
ー
ス

（M
arvel C

inem
atic U

niverse

）」
を
含
む
ハ
リ
ウ
ッ
ド
の
メ
ジ
ャ
ー
・

ス
タ
ジ
オ
に
よ
る
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
に
も
見
出
さ
れ
る
。

ア
ン
ジ
ェ
ラ
・
ダ
リ
ア
ニ
ス
は
、
彼
女
が
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
の
拡
張
形
式
と

見
な
す
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
を
使
っ
た
口
コ
ミ
広
告
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

に
関
す
る
研
究
で
、
こ
の
現
象
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
（N

dalianis, 
2012: 163–193

）。
ダ
リ
ア
ニ
ス
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
広
告
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
は
利オー
デ
ィ
エ
ン
ス

用
者
の
フ
ィ
ッ
ク
シ
ョ
ン
の
世
界
へ
の
「
没
入
」
を
重
視

す
る
が
、
こ
れ
は
、
謎
解
き
を
ゴ
ー
ル
に
す
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
を

使
っ
た
都
市
環
境
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
等
の
オ
ル
タ
ネ
イ
ト
・
リ
ア
リ
テ

ィ
・
ゲ
ー
ム
（
体
験
型
推
理
ゲ
ー
ム
）
か
ら
派
生
し
た
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ

ヴ
な
戦
略
を
適
用
し
た
も
の
で
あ
る
（
拡
張
現
実
ゲ
ー
ム
と
し
て
も
知
ら

れ
る
オ
ル
タ
ネ
イ
ト
・
リ
ア
リ
テ
ィ
・
ゲ
ー
ム
に
つ
い
て
の
入
門
書
と
し

てPalm
er and Petroski (2016) 

を
参
照
）。
オ
ル
タ
ネ
イ
ト
・
リ
ア
リ

テ
ィ
・
ゲ
ー
ム
の
場
合
、
参
加
者
は
、
多
様
な
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
（
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
、Facebook

、Tw
itter

ア
カ
ウ
ン
ト
、
映
画
、
テ
レ
ビ
番

組
等
）
上
で
、
都
市
の
多
様
な
場
所
に
散
ら
ば
っ
て
い
る
情
報
を
収
集
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

本
稿
で
、
私
は
、
架
空
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
「
公
式
」
ア
カ
ウ
ン
ト
作

成
に
よ
っ
て
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
を
ト
ラ
ン
ス
メ
デ
ィ
ア
の
ナ
ラ
テ
ィ

ブ
に
組
み
込
む
と
い
う
問
題
そ
の
も
の
に
つ
い
て
議
論
を
始
め
た
い
。
私

の
目
標
は
、
架
空
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
上
の
存
在

が
、
い
か
に
そ
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
「
イ
ン
タ
ラ
ク
タ
ー

0

0

0

0

0

0

0

（interactor

）」

と
の
間
に
新
し
い
関
係
性
―
モ
バ
イ
ル
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
使
用
に
よ

っ
て
さ
ら
に
増
強
さ
れ
る
関
係
性
―
を
創
出
す
る
か
を
、
ト
ラ
ン
ス

メ
デ
ィ
ア
の
物
語
『
マ
ー
ブ
ル
・
ホ
ー
ネ
ッ
ト
﹇2009–2014

年
﹈』
を
ケ

ー
ス
ス
タ
デ
ィ
と
し
て
論
証
す
る
こ
と
で
あ
る
。
以
下
の
議
論
で
、
私

は
、
通
常
使
わ
れ
る
﹇
映
画
の
﹈「
観
客
（spectator

）」
や
﹇
テ
レ
ビ
等
の
﹈

「
視
聴
者
（view

er

）」
と
い
っ
た
用
語
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、「
イ
ン
タ
ラ

ク
シ
ョ
ン
（interaction

）」
と
「
行
為
者
（actor

）」
と
い
う
二
つ
の
言
葉

を
合
成
し
た
「
イ
ン
タ
ラ
ク
タ
ー
」
と
い
う
用
語
を
使
用
す
る
。
な
ぜ
な

ら
、「
観
客
」
や
「
視
聴
者
」
は
、
本
稿
の
議
論
に
そ
ぐ
わ
な
い
よ
う
に
思

え
る
た
め
で
あ
る
。
た
と
え
「
観
客
」
と
い
う
用
語
が
多
か
れ
少
な
か
れ

受
動
的
な
「
受
容
者
（receiver

）」
を
指
示
す
る
の
で
は
な
く
、
あ
ら
ゆ
る

美
学
的
な
経
験
の
基
礎
に
お
け
る
十
全
な
行
為
体
で
も
あ
る
と
認
め
る

と
し
て
も
、「
イ
ン
タ
ラ
ク
タ
ー
」
と
い
う
用
語
を
使
う
こ
と
の
長
所
の

ひ
と
つ
は
、
そ
れ
が
ま
さ
に
合
成
語
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
私
が
注
視
し
た

い
現
象
の
文
脈
化
を
可
能
に
す
る
点
で
あ
る
。
確
か
に
、
カ
ト
リ
ー
ヌ
・

ゲ
ノ
ー
は
「
ウ
ェ
ブ
上
に
お
い
て
、
私
た
ち
は
も
は
や
（
同
時
に
、
あ
る

い
は
別
々
に
）
読
者
、
観
客
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
、
リ
ス
ナ
ー
、
脚
本
家
、
そ

し
て
時
に
（
ウ
ェ
ブ
カ
ム
の
）
撮
影
者
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」（G

uéneau, 
2006: 70

）
と
正
確
に
指
摘
し
て
い
る
。「
イ
ン
タ
ラ
ク
タ
ー
」
と
い
う
用

語
の
使
用
は
、
い
く
つ
か
の
ト
ラ
ン
ス
メ
デ
ィ
ア
の
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
に
よ
っ

て
生
産
さ
れ
る
美
学
経
験
の
能
動
的
・
創
造
的
性
質
に
重
点
を
置
く
も
の

だ
。
さ
ら
に
、
私
は
、
イ
ン
タ
ラ
ク
タ
ー
と
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
世
界
と

の
新
し
い
関
係
性
が
、
い
か
に
し
て
「
没
入
（im

m
ersion

）」
と
い
う
コ
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ン
セ
プ
ト
の
再
検
討
を
余
儀
な
く
さ
せ
る
か
に
つ
い
て
も
議
論
し
た
い
。

「
没
入
」
概
念
と
は
、
よ
り
伝
統
的
な
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
小
説
、
グ
ラ
フ

ィ
ッ
ク
ノ
ベ
ル
、
テ
レ
ビ
、
映
画
そ
し
て
ビ
デ
オ
ゲ
ー
ム
等
に
よ
っ
て
創

ら
れ
た
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
現
実
と
の
関
係
性
の
よ
り
深
い
理
解
を
目
指
し

た
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
る
。

「
観
客
」「
視
聴
者
」
と
い
う
概
念
の
発
見
的
不
毛
さ
を
克
服
す
る
べ
く
、

私
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
を
、
イ
ン
タ
ラ
ク
タ
ー
の
現
実
と
、
彼
ら
が

消
費
す
る
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
世
界
を
つ
な
ぐ
「
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
」
と

見
な
す
こ
と
を
提
案
す
る
。
私
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
前
提
と
な
る
原
則
は
、

か
な
り
単
純
で
あ
る
。（
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
世
界
の
）
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と

（
現
実
世
界
の
）
イ
ン
タ
ラ
ク
タ
ー
と
の
イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
可
能
に

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
は
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
現

実
と
の
新
し
い
関
係
性
を
作
り
だ
す
主
要
な
場
所
に
な
っ
た
と
い
う
前
提

で
あ
る
。

最
初
に
、
イ
ン
タ
ラ
ク
タ
ー
自
身
は
実
際
に
架
空
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と

イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
し
て
い
る
と
信
じ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
指
摘
し

て
お
き
た
い
。
彼
ら
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
上
の
「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の

中
」
に
あ
る
行ア
ク

タ

ー

為
者
・
演
者
／
書ラ
イ
タ
ー

き
手
と
イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
し
て
い
る

こ
と
を
知
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
イ
ン
タ
ラ
ク
タ
ー
は
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

が
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
こ
と
を
理
解
は
し
て
い
る
も
の
の
、
あ
え
て
彼

ら
が
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
は
な
く
あ
た
か
も
現
実
で
あ
る
か
の
よ
う
な
関
係

を
持
と
う
と
す
る
。
こ
れ
は
、
フ
ァ
ン
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
架
空
の
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
と
イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
す
る
こ
と
に
非
常
に

似
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
現
実
の
間
に
境
界
線

を
引
く
こ
と
は
、
時
と
し
て
よ
り
困
難
と
な
る
。
映
画
『
ブ
レ
ア
ウ
ィ
ッ

チ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（Th

e Blair W
itch Project [1999]

）』
の
例
を
挙

げ
よ
う
。
こ
の
映
画
に
関
す
る
ト
ラ
ン
ス
メ
デ
ィ
ア
の
オ
ン
ラ
イ
ン
上
の

マ
テ
リ
ア
ル
が
あ
ま
り
に
リ
ア
ル
だ
っ
た
た
め
、
物
語
世
界
が
フ
ィ
ク
シ

ョ
ン
か
現
実
か
を
判
断
出
来
な
く
な
っ
た
イ
ン
タ
ラ
ク
タ
ー
も
い
た
。

そ
れ
ゆ
え
、
よ
り
正
確
に
言
う
な
ら
ば
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
に
よ

っ
て
イ
ン
タ
ラ
ク
タ
ー
の
日
常
生
活
で
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
要
素
が
現
実
に

な
り
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
が
、
イ
ン
タ
ラ
ク
タ
ー
が
架
空
の
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
と
関
係
す
る
新
し
い
手
段
を
作
り
出
す
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
と
し

て
機
能
す
る
と
い
う
仮
説
を
提
起
し
た
い
。
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
を
分
析

的
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
は
、
表
象
と
現
実
の
限
界
と
境
界

に
つ
い
て
、
ま
た
、
ど
の
よ
う
に
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
世
界
の
情
報
が
私
た

ち
の
日
常
で
物
質
化
す
る
か
に
つ
い
て
問
う
こ
と
を
可
能
に
す
る
。
過
去

数
年
に
わ
た
っ
て
、
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
は
、
仮
想
性
と
物
質
性
、
ま
た

は
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
現
実
の
よ
う
な
二
項
対
立
を
検
討
し
、
さ
ら
に
そ
の

先
の
可
能
性
を
思
考
す
る
た
め
の
重
要
な
概
念
的
枠
組
み
と
な
っ
て
き
た
。

こ
れ
は
、
多
様
な
シ
ス
テ
ム
、
枠
組
み
、
あ
る
い
は
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
分
割
す
る
境
界
に
注
目
し
、
ま
た
、
こ
れ
ら
の
境
界
が

交
差
、
あ
る
い
は
逸
脱
す
る
場
合
に
あ
り
う
る
接
触
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
形
式
の
焦
点
化
を
可
能
に
す
る
か
ら
だ
（
例
え
ば
、M

anovich 
(2001); D

rucker (2011); Seung–H
oon Jeong (2013) 

の
研
究
を
参

照
）。
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
に
よ
っ
て
、
い
か
に
多
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様
な
シ
ス
テ
ム
間
の
繋
が
り
が
可
能
で
あ
る
か
を
め
ぐ
る
問
題
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
最
終
的
に
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
は
、
多
様
な
シ

ス
テ
ム
間
の
接
触
と
交
渉
の
空
間
で
あ
る
が
、
こ
の
問
題
は
探
究
さ
れ
続

け
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
従
っ
て
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
を
、
イ
ン
タ

ラ
ク
タ
ー
の
現
実
と
彼
ら
が
消
費
す
る
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
世
界
間
の
イ
ン

タ
ー
フ
ェ
イ
ス
と
み
な
す
こ
と
は
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
現
実
と
の
新
し
い

関
係
性
を
強
調
す
る
。
こ
れ
ら
の
新
し
い
関
係
性
は
、
私
が
「
没
入
」
型

受
容
と
対
比
さ
せ
て
、「
包
含
（inclusive

）」
型
受
容
と
呼
ぶ
新
し
い
受

容
様
式
の
根
底
を
な
す
。
没
入
型
受
容
の
最
終
的
な
到
達
点
が
（
た
と
え

現
実
的
に
は
そ
れ
が
達
成
さ
れ
な
く
と
も
）
イ
ン
タ
ラ
ク
タ
ー
の
現
実
を

改
め
、
彼
ら
を
全
く
異
な
る
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
へ
と
投
入
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
ひ
と
つ
の
現
実
を
ま
た
別
の
現
実
で
代
替
す
る
こ
と

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

で
あ
る
の
に
対
し
、

包
含
型
受
容
の
主
要
な
目
的
と
は
、（
イ
ン
タ
ラ
ク
タ
ー
の
日
常
的
現
在

と
彼
ら
が
消
費
す
る
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
世
界
と
い
う
）
二
つ
の
世
界
の
共

0

0

0

0

0

0

0

―0
在0

を
同
時
に
可
能
に
し
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
を
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ

ス
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
ら
を
接
続
す
る
こ
と
で
あ
る
。
要
す

る
に
、
包
含
型
受
容
で
は
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
が
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
を

通
し
て
、
あ
た
か
も
私
た
ち
の
日
常
的
現
実
の
一
部
の
よ
う
に
な
る
の
だ
。

ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
上
の
架
空
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
に
お
け
る
架
空
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
出
現
は
、

最
近
の
現
象
で
は
な
い
。M

y Space

の
よ
う
な
サ
イ
ト
が
ソ
ー
シ
ャ
ル

メ
デ
ィ
ア
に
登
場
し
て
以
降
、
フ
ァ
ン
た
ち
は
お
気
に
入
り
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
の
た
め
のW

eb

ペ
ー
ジ
を
作
っ
て
き
た
。
今
日
、
フ
ァ
ン
は
、
自

分
が
気
に
入
っ
た
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
世
界
を
生
き
、
物
語
を
継
続
す
る
手

段
と
し
て
、Facebook

、Live Journal

、Tum
blr

、
そ
し
てTw

itter

上

のW
eb

ペ
ー
ジ
を
管
理
し
続
け
て
い
る
。
こ
う
し
た
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
は
、

こ
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
世
界
と
そ
れ
に
接
続
す
る
フ
ァ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
両
者
に
参
入
す
る
手
段
で
あ
る
（C

oppa (2006); Booth (2008); 
W

ood &
 Baughm

an (2012); M
cC

lellan (2013); Bore &
 H

ickm
an 

(2013); 

そ
し
てLookadoo &

 D
ickinson (2015) 

等
を
参
照
）。
こ
れ

ら
の
非
公
式
なW

eb

ペ
ー
ジ
（
あ
る
い
は
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
）
の
背
後
に
い

る
人
々
は
、
あ
た
か
も
そ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
存

在
す
る
か
の
よ
う
な
ふ
り
を
し
て
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
性
格
に
一
貫
性
を

保
た
せ
る
こ
と
で
、
彼
ら
同
士
、
あ
る
い
は
世
界
を
同
じ
く
す
る
他
の
フ

ァ
ン
た
ち
と
イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
す
る
。
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
上
で
ユ

ー
モ
ラ
ス
な
、
も
し
く
は
風
刺
的
な
投ポス
ト稿

を
す
る
目
的
で
、
架
空
の
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
盗
用
す
る
者
も
い
る
。
Ｊ
・
Ｋ
・
ロ
ー

リ
ン
グ
の
小
説
ハ
リ
ー
・
ポ
ッ
タ
ー
シ
リ
ー
ズ
に
登
場
す
る
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
、
ヴ
ォ
ル
デ
モ
ー
卿
に
基
づ
い
た
フ
ァ
ン
作
成
のTw

itter

ア
カ
ウ
ン

ト@
Lord_Voldem

ort7

は
、
お
そ
ら
く
も
っ
と
も
人
気
の
あ
る
例
の
ひ

と
つ
だ
が
、
こ
の
ア
カ
ウ
ン
ト
に
は
約
二
万
の
フ
ォ
ロ
ワ
ー
が
い
る
。

ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
上
に
は
、
ク
リ
エ
イ
タ
ー
か
、
あ
る
い
は
権
利

保
有
者
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
て
い
る
「
公
式
」
と
言
え
る
架
空
の
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
も
存
在
す
る
。
こ
の
よ
う
な
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
は
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た
い
が
い
、
新
商
品
（
映
画
、
漫
画
本
、
あ
る
い
は
ス
ピ
ン
オ
フ
商
品
等
）

の
販
促
に
使
用
さ
れ
る
。
今
日
、
も
っ
と
も
人
気
の
高
い
漫
画
の
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
で
あ
る
ス
ー
パ
ー
マ
ン
と
ア
イ
ア
ン
マ
ン
の
公
式
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

を
閲
覧
す
れ
ば
、
す
ぐ
了
解
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
の

サ
イ
ト
の
中
に
は
、
他
の
ユ
ー
ザ
ー
に
そ
の
ス
テ
ー
タ
ス
を
知
ら
し
め
る

た
め
に
、
サ
イ
ト
上
で
こ
れ
ら
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
の
信
頼
性
を
確
認
す
る

こ
と
が
出
来
る
も
の
も
あ
る
。
例
え
ば
、Facebook

の
ブ
ル
ー
の
チ
ェ

ッ
ク
マ
ー
ク
やTw

itter
の
ブ
ル
ー
バ
ッ
ヂ
は
こ
の
よ
う
な
信
頼
性
の
証

明
を
示
す
例
だ
。

こ
こ
数
年
間
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
ク
リ
エ
イ
タ
ー
た
ち
の
中
に
は
、
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
大
衆
に
紹
介
し
、
関
連
商
品
の
販
促
に

使
用
す
る
だ
け
で
は
満
足
し
な
い
者
も
出
て
き
た
。
代
わ
り
に
、
彼
ら
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
生
息
す
る
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
を
発
展
さ
せ

る
た
め
に
、
こ
れ
ら
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
利
用
す
る
ク
リ
エ
イ
タ
ー
も
出

現
し
て
い
る
。
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
で
は
、
ク
リ
エ
イ
タ
ー
は
、
従
来

と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
仕
方
で
、
イ
ン
タ
ラ
ク
タ
ー
を
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の

世
界
と
イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
さ
せ
る
。
こ
の
種
の
イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
、

イ
ン
タ
ラ
ク
タ
ー
が
（
小
説
や
漫
画
本
の
）
読
者
、（
映
画
や
テ
レ
ビ
番
組

の
）
観
者
、
あ
る
い
は
（
ビ
デ
オ
ゲ
ー
ム
の
）
プ
レ
イ
ヤ
ー
で
あ
る
場
合
、

成
立
さ
せ
る
の
は
よ
り
困
難
と
な
る
。
観
客
／
リ
ス
ナ
ー
と
架
空
の
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
と
の
イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
の
興
隆

以
前
に
も
存
在
し
た
が
、
や
り
と
り
の
程
度
は
以
前
よ
り
低
か
っ
た
。
テ

レ
ビ
の
ソ
ー
プ
オ
ペ
ラ
、
あ
る
い
は
、
そ
れ
以
前
の
ラ
ジ
オ
の
連
続
ド
ラ

マ
に
お
い
て
、
架
空
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
フ
ァ
ン
レ
タ
ー
が
送
ら
れ
、
ま

た
そ
の
返
事
が
書
か
れ
た
と
い
っ
た
交
流
を
考
え
れ
ば
解
り
や
す
い
だ
ろ

う
。
他
に
も
、
子
ど
も
向
け
の
テ
レ
ビ
番
組
や
（「
ア
メ
リ
カ
の
ス
ー
パ

ー
マ
ン
」
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
の
た
め
の
ク
ラ
ー
ク
・
ケ
ン
ト
の
よ
う
な
）
架

空
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
署
名
さ
れ
た
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
証
明
書
を
伴
う
漫

画
の
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
の
ケ
ー
ス
も
同
様
で
あ
る
。

ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
使
用
は
、
第
一
に
、
ス
ト
ー

リ
ー
ラ
イ
ン
に
お
け
る
断
片
的
な
物
語
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
こ
と
で
、

消
費
者
の
よ
り
深
い
関
与
が
可
能
に
な
る
。
そ
れ
ら
の
断
片
は
、
あ
る
特

定
の
メ
デ
ィ
ウ
ム
（
シ
リ
ー
ズ
化
さ
れ
た
映
画
、
小
説
、
漫
画
本
）
に
お

い
て
連
載
と
い
う
形
式
を
と
っ
て
分
散
さ
れ
る
場
合
や
、
あ
る
い
は
多
様

な
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
横
断
す
る
ト
ラ
ン
ス
メ
デ
ィ
ア
の
ナ
ラ
テ
ィ
ブ

の
よ
う
な
場
合
も
あ
る
。
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
以
前
に
も
先
駆
的
な
事

例
は
存
在
し
た
。
例
え
ば
、
漫
画
家
や
漫
画
の
編
集
者
が
、
漫
画
本
の
投

書
欄
に
お
い
て
、
物
語
の
未
解
決
の
出
来
事
に
関
し
て
読
者
の
質
問
に
回

答
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
に
存
在
す
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
、
イ
ン
タ
ラ
ク

タ
ー
に
、
メ
デ
ィ
ア
と
の
新
た
な
関
係
に
参
入
す
る
機
会
も
ま
た
提
供
す

る
。
数
万
の
現
実
の
ユ
ー
ザ
ー
と
同
じ
く
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
た
ち
も
自
分

の
個
人
的
な
生
活
に
つ
い
て
語
る
こ
と
で
、
イ
ン
タ
ラ
ク
タ
ー
は
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
の
心
の
奥
深
く
ま
で
優
先
的
に
ア
ク
セ
ス
出
来
る
よ
う
に
な
る
。

さ
ら
に
、
彼
ら
は
、
時
事
問
題
や
同
時
代
の
文
化
現
象
に
コ
メ
ン
ト
す
る

（
例
え
ば
新
作
映
画
か
ら
お
気
に
入
り
の
引
用
を
共
有
し
た
り
、
話
題
の
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レ
ス
ト
ラ
ン
を
オ
ス
ス
メ
し
た
り
す
る
等
）。
架
空
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が

Tw
itter

に
代
表
さ
れ
る
ミ
ニ
ブ
ロ
グ
用
ツ
ー
ル
の
よ
う
な
ソ
ー
シ
ャ
ル

メ
デ
ィ
ア
を
使
用
す
る
こ
と
で
彼
ら
に
本
物
ら
し
さ
を
与
え
る
が
、
そ
れ

は
、
こ
の
使
用
が
日
頃
か
ら
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
上
に
見
い
だ
さ
れ
る

社
会
的
な
イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
再
生
産
す
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
こ
う
し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
使
用
は
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の

生
活
を
イ
ン
タ
ラ
ク
タ
ー
の
日
常
的
現
実
内
に
位
置
づ
け
る
。
そ
し
て
ま

た
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
で
イ
ン
タ
ラ
ク
タ
ー
の
コ

メ
ン
ト
に
応
答
す
る
こ
と
が
可
能
な
限
り
、
イ
ン
タ
ラ
ク
タ
ー
と
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
す
る
（
そ
し
て
お
そ
ら

く
ま
た
、
彼
ら
の
ス
ト
ー
リ
ー
ラ
イ
ン
に
影
響
を
与
え
る
）
こ
と
が
可
能

に
な
る
。
端
的
に
言
う
な
ら
ば
、
イ
ン
タ
ラ
ク
タ
ー
は
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

が
住
む
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
世
界
の
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
を
追
尾
し
な
が
ら
彼
ら
の

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
フ
ォ
ロ
ー
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
生

活
に
つ
い
て
よ
り
多
く
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

『
マ
ー
ブ
ル
・
ホ
ー
ネ
ッ
ト
［2009–2014

］』 

『
マ
ー
ブ
ル
・
ホ
ー
ネ
ッ
ト
』
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
上
の
架
空

の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
存
在
を
受
け
て
、
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
の
形
式
が
変
化
し
て

き
た
道
筋
を
示
す
好
例
で
あ
る
。『
マ
ー
ブ
ル
・
ホ
ー
ネ
ッ
ト
』
は
、
二

〇
〇
九
年
か
ら
二
〇
一
四
年
の
間
に
三
つ
の
メ
デ
ィ
ア
上
で
発
展
し
た
ト

ラ
ン
ス
メ
デ
ィ
ア
の
物
語
で
あ
る
。
三
つ
の
メ
デ
ィ
ア
と
は
、
①
サ
イ
ト

「Som
ething Aw

ful

」（som
ethingaw

ful.com

）
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
②

二
つ
のYouTube

ア
カ
ウ
ン
ト
で
配
信
さ
れ
た
ウ
ェ
ブ
シ
リ
ー
ズ
、
③

Tw
itter

ア
カ
ウ
ン
ト
で
あ
る
。

『
マ
ー
ブ
ル
・
ホ
ー
ネ
ッ
ト
』
は
、
ジ
ェ
イ
と
い
う
名
の
若
い
男
性
が
、

彼
の
友
人
ア
レ
ッ
ク
ス
が
失
踪
し
た
理
由
を
見
つ
け
出
そ
う
と
す
る
物

語
で
あ
る
。
ア
レ
ッ
ク
ス
は
「
マ
ー
ブ
ル
・
ホ
ー
ネ
ッ
ト
」
と
呼
ば
れ
る

学
生
映
画
を
撮
影
し
て
い
た
が
、
制
作
が
始
ま
っ
て
二
か
月
後
に
や
め
て

し
ま
っ
た
。
失
踪
前
ア
レ
ッ
ク
ス
は
、
ジ
ェ
イ
に
彼
の
そ
れ
ま
で
撮
っ
た

フ
ィ
ル
ム
を
託
し
、
そ
れ
に
関
し
て
決
し
て
話
題
に
し
な
い
よ
う
頼
ん
だ
。

こ
の
よ
う
な
事
情
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ジ
ェ
イ
は
い
く
つ
か
の
動
画
の
断

片
をYouTube

上
に
投
稿
す
る
こ
と
を
決
断
す
る
。
ネ
ッ
ト
公
開
し
て
ア

レ
ッ
ク
ス
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
ジ
ェ
イ
は
ウ
ェ
ブ
サ
ー

フ
ァ
ー
が
ア
レ
ッ
ク
ス
失
踪
の
謎
を
解
き
、
最
終
的
に
彼
が
見
つ
か
る
だ

ろ
う
と
い
う
希
望
を
抱
い
て
い
る
。
友
人
が
残
し
た
映
像
を
調
べ
る
う
ち

に
、
彼
が
撮
影
中
に
謎
め
い
た
人
物
の
出
現
に
脅
さ
れ
て
い
た
と
ジ
ェ
イ

は
気
づ
く
。
劇
中
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
た
ち
は
、
こ
の
黒
い
ス
ー
ツ
の
人
物

を
「
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
（the O

perator

）」
と
呼
ん
で
い
る
が
、
こ
の
人
物

は
超
自
然
的
な
架
空
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
あ
る
ス
レ
ン
ダ
ー
マ
ン
に
触
発

さ
れ
た
よ
う
に
も
見
え
る
。
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と
撮
影
場
所
以
外
で
も
出
会

う
よ
う
に
な
っ
た
ア
レ
ッ
ク
ス
は
、
そ
の
後
徐
々
に
パ
ラ
ノ
イ
ア
状
態
に

陥
っ
て
い
く
。

こ
う
し
て
私
た
ち
は
、YouTube

へ
の
断
片
的
な
動
画
投
稿
が
進
行
す

る
に
つ
れ
て
、
ア
レ
ッ
ク
ス
の
映
画
制
作
と
私
生
活
が
静
か
に
崩
れ
て
い
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く
過
程
を
目
に
す
る
。
ジ
ェ
イ
が
、
ア
レ
ッ
ク
ス
の
残
し
た
ビ
デ
オ
映
像

を
精
査
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
関
与
す
る
出
来
事
が
ジ

ェ
イ
の
生
活
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
始
め
る
。
そ
の
後
ジ
ェ
イ
の
私
生
活
も

こ
の
謎
め
い
た
人
物
に
乗
っ
取
ら
れ
始
め
、
ア
レ
ッ
ク
ス
の
時
と
同
様
、

彼
自
身
を
撮
影
す
る
よ
う
強
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
ジ
ェ
イ
の
生
活
と

ア
レ
ッ
ク
ス
の
生
活
と
を
交
互
に
見
せ
るYouTube

の
ビ
デ
オ
映
像
は
、

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
彼
ら
の
生
活
に
出
現
し
て
以
降
、
二
人
の
同
一
性
が
類

似
し
、
連
結
し
て
い
る
様
子
を
強
調
す
る
。

『
マ
ー
ブ
ル
・
ホ
ー
ネ
ッ
ト
』
は
、
そ
の
発
端
か
ら
イ
ン
タ
ラ
ク
タ
ー

に
ト
ラ
ン
ス
メ
デ
ィ
ア
経
験
と
し
て
提
示
さ
れ
た
。
物
語
は
二
〇
〇
九

年
に
、
ま
ず
サ
イ
ト
「Som

ething Aw
ful

」（
六
月
十
八
日
）、YouTube

（
六
月
十
九
日
）、
そ
し
てTw

itter

（
六
月
二
十
日
）
上
で
展
開
し
始
め
た
。

そ
れ
ゆ
え
、
公
式
に
は
、
ジ
ェ
イ
が
「ce gars
」
と
い
う
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム

で
サ
イ
ト
「Som

ething Aw
ful

」
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
投
稿
を
し
た
二
〇
〇

九
年
六
月
十
八
日
に
開
始
し
た
こ
と
に
な
る
。
七
五
〇
字
の
投
稿
で
、
ジ

ェ
イ
は
ア
レ
ッ
ク
ス
の
物
語
か
ら
始
め
、
こ
の
友
人
が
残
し
た
ビ
デ
オ
映

像
を
見
る
必
要
性
を
説
明
し
た
。
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
の
ジ
ェ
イ
は
、

最
初
に
、
あ
る
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
ス
レ
ッ
ド
に
登
場
し
た
。
そ
の
ス
レ

ッ
ド
で
は
、
参
加
者
が
都
市
伝
説
と
怪
談
を
創
る
の
だ
が
、
自
ら
の
主
張

に
説
得
性
を
持
た
せ
、
あ
る
種
の
証
拠
書
類
の
よ
う
な
も
の
で
裏
付
け
る

こ
と
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
。

『
マ
ー
ブ
ル
・
ホ
ー
ネ
ッ
ト
』
と
い
う
名
のYouTube

の
ア
カ
ウ
ン
ト

は
、
サ
イ
ト
「Som

ething Aw
ful

」
上
の
テ
キ
ス
ト
が
公
開
さ
れ
た
翌
日

二
〇
〇
九
年
六
月
十
九
日
に
作
成
さ
れ
た
。
最
初
の
ビ
デ
オ
は
「
イ
ン
ト

ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
」
と
名
付
け
ら
れ
、
六
月
二
十
日
に
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
さ
れ

た
。
こ
の
ビ
デ
オ
で
、
ジ
ェ
イ
はYouTube

上
で
な
ぜ
ア
レ
ッ
ク
ス
の
ア

ー
カ
イ
ブ
映
像
を
共
有
す
る
か
簡
潔
に
説
明
し
て
い
る
。

続
い
て
、『
マ
ー
ブ
ル
・
ホ
ー
ネ
ッ
ト
』
の
ク
リ
エ
イ
タ
ー
た
ち
は
、

最
初
の
ビ
デ
オ
を
投
稿
し
た
翌
日
六
月
二
十
一
日
に
ジ
ェ
イ
のTw

itter

ア
カ
ウ
ン
ト
を
作
成
し
た
。
最
初
の
ツ
イ
ー
ト
が
同
日
午
後
十
一
時
四
十

八
分
に
掲
示
さ
れ
、Tw

itter

ア
カ
ウ
ン
ト
とYouTube

サ
イ
ト
が
リ
ン

ク
付
け
ら
れ
た
。「youtube [sic] 

チ
ャ
ン
ネ
ル
に
興
味
を
も
っ
て
い
た

だ
い
た
た
め
、Tw

itter

ア
カ
ウ
ン
ト
を
作
成
し
ま
し
た
。
ア
ッ
プ
デ
ー

ト
は
こ
こ
に
掲
示
し
ま
す
。」

「totheark

」
と
呼
ば
れ
る
第
二
のYouTube

チ
ャ
ン
ネ
ル
が
七
月
二
十

二
日
に
開
設
さ
れ
た
。
こ
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
配
信
さ
れ
た
ビ
デ
オ
は
、
大

部
分
が
『
マ
ー
ブ
ル
・
ホ
ー
ネ
ッ
ト
』
のYouTube

チ
ャ
ン
ネ
ル
上
で
投

稿
さ
れ
た
ビ
デ
オ
に
対
す
る
不
可
解
で
脅
迫
的
な
応
答
で
あ
っ
た
。『
マ

ー
ブ
ル
・
ホ
ー
ネ
ッ
ト
』
の
物
語
中
で
は
、
こ
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
設
定
の
背

景
に
あ
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
つ
い
て
い
か
な
る
情

報
も
明
ら
か
に
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
フ
ァ
ン
の
間
で
は
、
そ
れ
が
ア
レ
ッ

ク
ス
の
学
生
映
画
の
撮
影
に
関
わ
っ
て
い
た
誰
か
で
あ
る
と
の
共
通
認
識

が
あ
っ
た
。

全
体
と
し
て
、
ジ
ェ
イ
は
十
九
の
コ
メ
ン
ト
を
「Som

ething Aw
ful

」

の
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
公
開
し
、『
マ
ー
ブ
ル
・
ホ
ー
ネ
ッ
ト
』
のYouTube

チ
ャ
ン
ネ
ル
上
に
九
十
二
の
ビ
デ
オ
を
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
し
、
合
計
八
十
八
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万
回
以
上
視
聴
さ
れ
た
（
こ
の
数
値
と
以
下
の
数
値
は
、
二
〇
一
六
年
八

月
の
時
点
に
よ
る
）。
二
つ
目
の
「totheark

」
チ
ャ
ン
ネ
ル
は
、
三
十
九

の
ビ
デ
オ
が
配
信
さ
れ
、
十
万
人
弱
の
視
聴
と
な
っ
た
。
最
終
的
に
、
ジ

ェ
イ
は
彼
のTw

itter
ア
カ
ウ
ン
ト@

m
arblehornets

か
ら
五
五
五
回
ツ

イ
ー
ト
し
、
そ
の
ア
カ
ウ
ン
ト
に
は
五
万
八
千
人
の
フ
ォ
ロ
ワ
ー
が
い

た
。　ジ

ェ
イ
は
ツ
イ
ー
ト
で
、『
マ
ー
ブ
ル
・
ホ
ー
ネ
ッ
ト
』
のYouTube

チ
ャ
ン
ネ
ル
に
直
接
言
及
し
な
が
ら
、
ビ
デ
オ
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
情
報
や
、

時
に
は
技
術
的
問
題
に
つ
い
て
も
呟
い
た
。
い
く
つ
か
の
ツ
イ
ー
ト
は
、

YouTube

チ
ャ
ン
ネ
ル
上
で
公
開
中
の
多
様
な
ビ
デ
オ
映
像
の
断
片
を
集

め
る
に
至
る
プ
ロ
セ
ス
を
説
明
し
て
い
た
。
例
え
ば
、
二
〇
〇
九
年
六
月

二
十
一
日
の
ビ
デ
オ
「
エ
ン
ト
リ
ー
♯
2
」
の
投
稿
と
、
二
〇
〇
九
年
六

月
二
十
三
日
の
ビ
デ
オ
「
エ
ン
ト
リ
ー
♯
3
」
の
間
に
、
ジ
ェ
イ
は
以
下

の
四
つ
の
ツ
イ
ー
ト
を
送
信
し
て
い
る
。

・
二
〇
〇
九
年
六
月
二
十
一
日
午
後
十
時
五
十
分
：「
ビ
デ
オ
を
一

日
中
見
て
い
た
。
面
白
い
も
の
な
し
。
今
日
は
こ
れ
で
終
わ
り
。」

・
二
〇
〇
九
年
六
月
二
十
二
日
午
後
一
時
四
十
分
：「
さ
ら
に
ビ
デ

オ
を
見
る
。
変
わ
り
映
え
な
し
。」

・
同
上
午
後
九
時
十
四
分
：「
一
日
中
食
べ
て
い
な
か
っ
た
と
気
づ
く
。

や
っ
と
休
憩
を
取
っ
た
。」

・
二
〇
〇
九
年
六
月
二
十
三
日
午
前
一
時
三
十
七
分
：「
エ
ン
ト
リ

ー
♯
3
の
編
集
作
業
で
疲
労
困
憊
。
明
日
投
稿
予
定
。」

　

例
え
ば
ジ
ェ
イ
は
以
下
の
三
つ
の
ツ
イ
ー
ト
で
恐
怖
心
や
今
後
の
プ

ラ
ン
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
にTw

itter

ア
カ
ウ
ン
ト
を

使
う
こ
と
で
、『
マ
ー
ブ
ル
・
ホ
ー
ネ
ッ
ト
』
の
ク
リ
エ
イ
タ
ー
は
新
し

い
コ
ン
テ
ン
ツ
を
付
加
し
、
ス
ト
ー
リ
ー
ラ
イ
ン
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
が

出
来
た
の
で
あ
る
。

・
二
〇
一
〇
年
二
月
十
日
午
後
四
時
十
二
分
：「
窓
を
板
張
り
に
し

よ
う
か
と
考
え
る
。
信
じ
が
た
く
危
険
だ
と
感
じ
る
。」

・
三
日
後
、
二
〇
一
〇
年
二
月
十
三
日
午
前
十
時
五
十
一
分
：「
い

く
つ
か
の
監
視
動
画
を
通
し
で
見
て
い
る
。
自
分
が
何
を
見
つ
け

る
か
分
か
ら
な
い
。
何
が
起
こ
っ
た
か
も
う
一
度
確
か
め
な
く
て

は
（
マ
マ
）。」

・
そ
し
て
つ
い
に
、
最
後
の
例
、
二
〇
一
〇
年
二
月
二
十
五
日
午
後

四
時
十
二
分
：「
ず
っ
と
監
視
さ
れ
て
い
る
気
が
す
る
。」

『
マ
ー
ブ
ル
・
ホ
ー
ネ
ッ
ト
』
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
上
の
フ
ァ

ン
か
ら
重
要
な
反
応
を
生
み
出
し
た
。
イ
ン
タ
ラ
ク
タ
ー
は
物
語
に
対
す

る
自
分
の
解
釈
を
提
示
し
、
あ
る
い
は
、
特
定
の
ビ
デ
オ
へ
の
反
応
を
単

純
に
示
す
た
め
に
、
い
く
つ
か
の
ビ
デ
オ
を
制
作
し
た
。
彼
ら
は
ま
た
、

ジ
ェ
イ
のTw

itter

ア
カ
ウ
ン
ト
上
で
彼
と
イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
し
、
例

え
ば
、
特
に
感
情
的
な
ビ
デ
オ
を
ア
ッ
プ
し
た
後
の
気
持
ち
は
ど
う
だ
っ

た
か
と
か
、
彼
が
こ
れ
か
ら
ど
う
す
る
つ
も
り
か
等
の
質
問
を
し
た
。
ジ

ェ
イ
は
、
ア
レ
ッ
ク
ス
の
学
生
映
画
に
出
演
し
た
ひ
と
り
で
あ
る
テ
ィ
ム
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を
捜
索
中
の
二
〇
一
二
年
一
月
十
日
午
後
五
時
四
十
九
分
に
、
捜
索
の
範

囲
を
広
げ
る
つ
も
り
だ
と
、
次
の
よ
う
に
ツ
イ
ー
ト
し
た
。「
今
度
は
下

町
以
外
も
探
し
て
み
る
。
ま
だ
ロ
ス
ウ
ッ
ド
・
パ
ー
ク
が
残
っ
て
い
る
が
、

僕
は
そ
こ
へ
独
り
で
は
い
か
な
い
」。
一
人
の
イ
ン
タ
ラ
ク
タ
ー
が
彼
に

「
誰
と
一
緒
に
行
く
の
か
。」
と
尋
ね
る
と
、
ジ
ェ
イ
は
返
答
し
た
。「
そ

れ
が
問
題
さ
。
僕
は
誰
も
信
用
し
な
い
」。

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
現
実
の
関
係
性
：
没
入
対
包
含

「
没
入
」
概
念
に
従
え
ば
、
私
た
ち
の
現
実
と
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
は
排
他

的
関
係
に
あ
る
。
ジ
ャ
ネ
ッ
ト
・
マ
レ
ー
、
マ
リ
ー
＝
ロ
ー
ル
・
ラ
イ
ア

ン
、
そ
し
て
オ
リ
バ
ー
・
グ
ロ
ー
の
主
張
で
は
、
現
実
的
に
は
決
し
て

達
成
さ
れ
な
い
そ
の
絶
対
的
な
概
念
に
お
い
て
、「
没
入
」
と
は
、
私
た

ち
の
環
境
と
は
異
な
る
、
完
全
に
新
し
い
環
境
に
移トラ
ン
ス
ポ
ー
ト入

さ
れ
る
感

覚
経
験
と
し
て
記
述
さ
れ
う
る
（M

urray (1997); Ryan (2001); G
rau 

(2003); Th
errien (2013)

）。
よ
り
正
確
に
言
う
な
ら
、
イ
ン
タ
ラ
ク
タ

ー
を
虚
構
世
界
へ
と
「
没
入
」
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
フ
ィ
ク
シ
ョ

ン
と
は
、
イ
ン
タ
ラ
ク
タ
ー
に
、
彼
や
彼
女
自
身
の
現
実
と
は
完
全
に
異

な
り
、
彼
ら
の
全
集
中
力
を
占
有
す
る
現
実
に
取
り
囲
ま
れ
る
錯
覚
を
与

え
よ
う
と
す
る
仕
掛
け
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
注
意
を
吸
い
取
ら
れ
て

し
ま
う
経
験
の
一
例
と
し
て
、
感
覚
の
没
頭
状
態
を
要
求
す
る
知
覚
的

「
没
入
」
が
挙
げ
ら
れ
る
（D

itton and Lom
bard (1997)

）。
あ
る
い
は
、

こ
の
種
の
心
理
的
な
関
わ
り
は
、
限
ら
れ
た
時
間
で
の
精
神
集
中
を
伴

う
ビ
デ
オ
ゲ
ー
ム
の
よ
う
な
活
動
に
も
認
め
ら
れ
る
（Th

errien, 2013: 
452–453

）。
他
に
は
、
私
た
ち
の
現
実
世
界
で
の
意
識
を
想
像
上
の
ナ

ラ
テ
ィ
ブ
へ
と
差
し
向
け
る
こ
と
を
伴
う
、
想
像
的
／
物
語
的
「
没
入
」

も
含
ま
れ
る
だ
ろ
う
（Ryan, 2001: 98

）。

問
題
と
な
る
「
没
入
」
の
形
態
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
究
極
の
到
達
点

と
は
、
イ
ン
タ
ラ
ク
タ
ー
が
別
の
現
実
に
「
飛
び
込
む
」
た
め
に
、
彼
あ

る
い
は
彼
女
自
身
の
日
常
の
現
実
を
離
脱
す
る
印
象
を
与
え
る
こ
と
で
あ

る
。
と
は
い
え
、
イ
ン
タ
ラ
ク
タ
ー
は
、
あ
る
程
度
そ
の
現
実
に
自
ら
も

関
与
し
て
お
り
、
ま
た
、
そ
の
仲
介
さ
れ
た
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
へ
の
参
加
を

可
能
に
す
る
外
部
条
件
も
常
に
意
識
し
て
い
る
の
で
は
あ
る
が
。
こ
の
新

し
い
現
実
は
、
空
気
が
水
と
は
異
な
っ
て
い
る
の
と
同
様
、
私
た
ち
自
身

の
現
実
と
は
異
な
る
も
の
と
し
て
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

完
全
に
水
中
に
体
を
沈
め
る
と
い
う
身
体
的
な
経
験
に
由
来
す
る「
没
入
」

の
比
喩
的
な
言
葉
を
使
用
す
る
の
だ
。
要
は
、「
没
入
」
は
「
現
在
」
の
感

覚
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
生
活
環
境
に
あ
る
こ
と
を
示
す
気
持
ち
に
依
拠
し

て
い
る
（G

rau, 2003: 7

）。

ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
上
で
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
の
イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ

ン
を
可
能
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、『
マ
ー
ブ
ル
・
ホ
ー
ネ
ッ
ト
』
の
背

後
に
い
る
者
た
ち
の
よ
う
に
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
世
界
と
私
た
ち
の
日
常

的
現
実
と
の
間
に
想
定
さ
れ
た
伝
統
的
な
排
他
性
に
つ
い
て
問
い
か
け
る

ク
リ
エ
イ
タ
ー
た
ち
も
い
る
。
す
で
に
指
摘
し
た
が
、
多
様
な
「
没
入
」

の
戦
略
（
特
に
、
知
覚
的
「
没
入
」、
心
理
的
な
関
わ
り
と
し
て
の
「
没
入
」、

そ
し
て
想
像
的
／
物
語
的
「
没
入
」）
の
到
達
目
標
は
、
要
約
す
れ
ば
、
イ
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ン
タ
ラ
ク
タ
ー
を
彼
や
彼
女
の
日
常
的
現
実
か
ら
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
に
移
入

す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
関
係
は
、
そ
の
イ
ン
タ
ラ
ク
タ
ー
が
あ
る
程
度
、

彼
や
彼
女
の
現
実
に
意
識
的
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
別
の
仲
介
さ
れ
た
現

実
を
選
ん
だ
こ
と
に
よ
る
「
日
常
の
」
現
実
か
ら
の
一
時
的
か
つ
自
発
的

な
分
離
で
あ
る
。

結
果
と
し
て
、
イ
ン
タ
ラ
ク
タ
ー
の
注
意
は
「
没
入
」
し
て
い
る
間
ず

っ
と
二
つ
の
世
界
を
行
き
来
す
る
こ
と
に
な
る
。
マ
リ
ー
＝
ロ
ー
ル
・
ラ

イ
ア
ン
は
以
下
の
よ
う
に
、
水
中
の
イ
メ
ー
ジ
を
比
喩
に
用
い
て
優
雅
に

説
明
し
て
い
る
。「
海
中
に
あ
っ
て
人
は
息
が
出
来
な
い
。
浸
水
状
態
を

生
き
延
び
る
た
め
に
、
私
た
ち
は
、
海
面
で
酸
素
を
摂
取
し
、
現
実
と
の

接
点
を
保
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（Ryan, 2001: 97

）。
二
つ
の
世
界

が
こ
の
よ
う
に
常
に
行
き
来
を
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
イ
ン
タ
ラ

ク
タ
ー
の
現
実
と
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
世
界
は
、
二
つ
の
現
実
が
同
時
に
存

在
し
え
な
い
限
り
、
相
互
に
排
他
的
に
な
っ
て
い
る
。
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ

ィ
ア
を
使
用
し
た
ト
ラ
ン
ス
メ
デ
ィ
ア
の
物
語
の
例
に
お
い
て
は
、
イ
ン

タ
ラ
ク
タ
ー
が
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
に
「
没
入
」
す
る
の
み
な
ら
ず
、
フ
ィ
ク

シ
ョ
ン
の
の
要
素
も
ま
た
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
彼
や
彼
女

の
現
実
に
参
入
す
る
。
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
に
お
け
る
イ
ン
タ
ラ
ク
タ

ー
と
架
空
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
の
イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
、
フ
ィ
ク
シ
ョ

ン
の
世
界
を
「
現
実
の
」
世
界
か
ら
分
離
し
た
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ

イ
ン
タ
ラ
ク
タ
ー
を
、
そ
れ
を
構
成
す
る
一
部
と
し
て
提
示
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
世
界
の
自
律
性
を
破
る
。
こ
こ
で
、「
没
入
」

と
い
う
概
念
が
発
見
的
に
不
毛
だ
と
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
イ
ン
タ
ラ
ク
タ

ー
の
別
世
界
へ
の
（
彼
や
彼
女
の
日
常
的
現
実
を
完
全
に
異
質
な
世
界
に

置
き
換
え
る
よ
う
な
）
没
入
と
、
日
常
的
現
実
へ
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
世

界
の
要
素
の
導
入
と
の
弁
別
を
妨
げ
て
し
ま
う
か
ら
だ
。

『
マ
ー
ブ
ル
・
ホ
ー
ネ
ッ
ト
』
の
よ
う
な
ト
ラ
ン
ス
メ
デ
ィ
ア
の
ナ
ラ

テ
ィ
ブ
は
、
今
日
の
ク
リ
エ
イ
タ
ー
た
ち
の
一
部
が
、
イ
ン
タ
ラ
ク
タ
ー

の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
へ
の
「
没
入
」
と
は
異
な
る
他
の
受
容
様
式
を
い
か
に

開
発
し
て
い
る
か
を
示
す
よ
い
例
で
あ
る
。『
マ
ー
ブ
ル
・
ホ
ー
ネ
ッ
ト
』

の
ジ
ェ
イ
の
よ
う
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
に
存
在
す

る
こ
と
は
、
没
入
型
受
容
と
は
対
照
的
な
、「
包
含
」
と
し
て
私
が
記
述

し
て
い
る
受
容
様
式
を
促
進
す
る
。
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
没
入
型
受
容

は
、
イ
ン
タ
ラ
ク
タ
ー
が
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
世
界
に
飛
び
込
む
こ
と
に
よ

っ
て
、
も
う
ひ
と
つ
別
の
現
実
に
移
入
し
て
い
る
と
い
う
感
覚
を
与
え
る

の
に
対
し
て
、
包
含
型
受
容
の
場
合
は
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
世
界
と
イ
ン

タ
ラ
ク
タ
ー
の
日
常
的
現
実
と
の
共0

―0
在0

が
可
能
に
な
る
。
こ
こ
で
、
ソ

ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
は
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
世
界
と
イ
ン
タ
ラ
ク
タ
ー
の

現
実
と
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
（
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
世
界
）
と
イ
ン
タ
ラ
ク
タ
ー
（
現
実
世
界
）
の
イ

ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
（
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
）

上
で
展
開
す
る
と
言
い
か
え
る
こ
と
も
出
来
る
。
個
人
の
現
実
的
な
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
彼
ら
の
オ
ン
ラ
イ
ン
上
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
、
行

動
と
い
う
点
に
お
い
て
ま
っ
た
く
同
一
に
な
り
得
な
い
こ
と
は
先
行
研
究

で
す
で
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
も
の
の
、
私
は
前
提
と
し
て
、
イ
ン
タ

ラ
ク
シ
ョ
ン
自
体
が
、
イ
ン
タ
ラ
ク
タ
ー
が
創
り
出
し
た
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
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の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
で
は
な
く
、
イ
ン
タ
ラ
ク
タ
ー
の
現
実
の
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
基
づ
い
て
遂
行
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
（Turkle, 

1995: 177–209

を
参
照
）。

そ
れ
ゆ
え
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
は
こ
の
場
合
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と

現
実
の
関
係
の
み
な
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
関
係
が
展
開
す
る
空
間
を
も
再
設

計
す
る
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
と
見
な
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
没
入
型

受
容
と
は
異
な
り
、
包
含
型
受
容
は
、
イ
ン
タ
ラ
ク
タ
ー
の
空
間
を
フ
ィ

ク
シ
ョ
ン
の
世
界
の
空
間
と
置
き
換
え
る
こ
と
は
な
い
。
二
つ
の
空
間
は

同
時
に
存
在
し
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
の
仲
介
性
に
よ
っ
て
部
分
的
に

上
書
き
さ
れ
る
。
よ
っ
て
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
を
イ
ン
タ
ラ
ク
タ
ー
の
現
実

の
境
界
線
上
に
限
定
し
、
余
白
に
置
く
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、「
包
含
」

は
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
を
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
世
界
が
存
在
す
る
伝
統
的
な
環

境
を
超
え
た
と
こ
ろ
に
置
く
の
で
あ
る
。

モ
バ
イ
ル
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
（
携
帯
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
等
）
が
登
場
し
、

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
架
空
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
イ
ン
タ
ラ
ク
タ
ー
の
現

実
世
界
へ
の
参
入
が
可
能
に
な
る
時
、
現
実
と
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
世
界
と

の
交
流
は
よ
り
い
っ
そ
う
流
動
的
に
な
る
。
自
身
の
小
説
『
ラ
ウ
ド
進
化

（Loud Evolution

）﹇2013

﹈』
の
主
要
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
あ
る
ト
ー

マ
ス
・
ラ
ウ
ド
のTw

itter

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
作
成
し
た
作
家
ゴ
ラ
ン
・

ラ
シ
ッ
ク
は
次
の
よ
う
に
発
言
し
て
い
る
。「
全
体
と
し
て
、
現
実
の
生

活
で
展
開
し
て
い
く
ス
ト
ー
リ
ー
を
目
指
し
て
い
る
。」（Larson (2013) 

の
引
用
）。
モ
バ
イ
ル
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
私
た
ち
の
時
空
間
に
お
け
る

個
別
の
自
律
性
を
増
強
し
て
い
る
こ
と
は
、
今
で
は
一
般
的
に
承
認
さ
れ

て
い
る
。
と
い
う
の
も
、
モ
バ
イ
ル
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
は
、
現
実
に
い
る

場
所
か
ら
私
た
ち
を
心
理
的
に
解
放
し
、
一
か
所
に
留
ま
る
こ
と
な
し
に
、

一
日
の
う
ち
い
つ
で
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
こ
と
を
可
能
に
す

る
た
め
で
あ
る
。（C

astells, Fernandez–ardevol, Q
iu &

 Sey, 2007: 
247

）。　

　

同
様
に
、
架
空
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
の
使

用
は
、
モ
バ
イ
ル
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
共
に
使
用
す
る
こ
と
で
、
フ
ィ
ク

シ
ョ
ン
の
領
域
を
特
定
の
空
間
や
正
確
な
時
間
か
ら
解
放
す
る
。
包
含
型

受
容
は
そ
れ
ゆ
え
、
特
定
の
時
間
と
固
定
さ
れ
た
場
所
に
イ
ン
タ
ラ
ク
タ

ー
を
限
定
し
な
い
。
た
と
え
そ
の
場
所
が
、
映
画
館
、
テ
レ
ビ
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
の
ス
ク
リ
ー
ン
、
あ
る
い
は
、
例
え
ば
イ
ア
ホ
ン
を
通
し
て
、
ポ

ッ
ド
キ
ャ
ス
ト
の
ス
ト
ー
リ
ー
配
信
を
聴
く
お
り
に
創
出
さ
れ
た
マ
イ
ケ

ル
・
ブ
ル
が
呼
ぶ
と
こ
ろ
の
「
私
的
な
聴
覚
気
泡
（privatized auditory 

bubble

）」
で
あ
っ
た
と
し
て
も
（Bull, 2005: 344

）。
イ
ン
タ
ラ
ク
タ

ー
の
空
間
＝
時
間
と
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
そ
れ
と
の
境
界
は
曖
昧
に
な
り
、

ほ
ぼ
区
別
が
不
可
能
に
な
っ
て
く
る
。
例
え
ば
通
勤
途
中
に
街
路
を
歩
い

て
い
る
時
で
も
、
架
空
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
の
イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
組

み
合
わ
せ
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
の
だ
。
だ
か
ら
、「
包
含
」
は
私
た
ち

の
日
常
的
な
生
活
体
験
と
交
わ
る
経
験
的
実
践
と
し
て
理
解
さ
れ
な
く
て

は
な
ら
な
い
。
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
世
界
の
要
素
は
、『
マ
ー
ブ
ル
・
ホ
ー

ネ
ッ
ト
』
の
場
合
の
よ
う
に
ツ
イ
ー
ト
に
よ
っ
て
、
イ
ン
タ
ラ
ク
タ
ー
の

日
課
の
一
部
に
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
イ
ン
タ
ラ
ク
タ
ー
は
、
個
人
的

な
ツ
イ
ー
ト
を
友
人
に
向
け
て
書
き
、
同
時
に
架
空
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
か
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ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
け
取
る
こ
と
も
出
来
る
し
、
そ
う
す
る
こ
と
で
あ
る

個
人
のTw

itter

入
力
の
一
部
と
な
り
、
か
つ
て
彼
ら
が
個
人
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
送
っ
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
の
イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
誘
発
す
る
こ
と

も
お
そ
ら
く
可
能
と
な
る
の
だ
。
私
た
ち
は
、
今
や
、
単
に
個
人
的
な
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
み
な
ら
ず
、
潜
在
的
に
は
い
く
つ
か
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の

世
界
と
の
「
恒
常
的
な
接
触
」
状
態
に
あ
る
（Aakhus &

 K
atz (2002)

）。

　　

ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
に
お
け
る
、
架
空
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
の
こ
の

楽
し
げ
な
イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
、
イ
ン
タ
ラ
ク
タ
ー
の
日
課
の
一
部
と

な
る
。
そ
れ
は
た
い
て
い
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
世
界
の
没
入
型
受
容
と
完

全
な
対
照
を
な
し
て
い
る
。
こ
の
世
界
で
は
、
イ
ン
タ
ラ
ク
タ
ー
が
文
化

的
生
産
物
（
小
説
で
あ
れ
、
漫
画
本
で
あ
れ
、
映
画
で
あ
れ
、
テ
レ
ビ
や

ウ
ェ
ブ
番
組
、
あ
る
い
は
ビ
デ
オ
ゲ
ー
ム
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
れ
）
を
消

費
す
る
た
め
に
は
、
ど
う
し
て
も
一
定
の
時
間
を
捧
げ
る
必
要
が
あ
る

（
た
と
え
、
よ
り
多
く
の
利
用
者
が
多
様
な
メ
デ
ィ
ア
を
「
散
逸
し
た
」
手

法
で
消
費
し
て
い
る
と
し
て
も
、
で
あ
る
）(D

aw
son (2007); Berm

an 
and K

esterson–Tow
nes (2012); H

assoun (2014))

。

す
で
に
言
及
し
た
よ
う
に
、
架
空
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
一
般
的
、
あ
る

い
は
標
準
的
な
社
会
的
イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
模
倣
す
る
限
り
に
お
い
て
、

こ
れ
ら
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
の
使
用
は
、
彼

ら
に
対
し
て
あ
る
種
の
親
密
さ
や
親
近
感
を
生
み
出
す
。
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ

デ
ィ
ア
が
今
や
私
た
ち
の
日
常
生
活
の
一
部
で
あ
る
と
い
う
事
実
は
、
イ

ン
タ
ラ
ク
タ
ー
た
ち
に
、
楽
し
み
を
増
や
す
手
段
と
し
て
、
架
空
の
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
を
彼
ら
の
日
常
生
活
、
つ
ま
り
現
実
世
界
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
形
式
で
の
参
加
を
促
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
フ
ィ
ク

シ
ョ
ン
の
世
界
と
イ
ン
タ
ラ
ク
タ
ー
の
日
常
生
活
間
に
距
離
が
あ
る
と
い

う
印
象
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
の
イ
ン
タ
ラ
ク
タ
ー
と
架
空
の
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
と
の
関
係
性
が
生
ま
れ
、
広
が
る
に
つ
れ
て
大
幅
に
減
少
す
る

だ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
あ
た
か
も
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
世
界
が
イ
ン
タ
ラ
ク
タ

ー
の
「
現
実
の
」
世
界
の
一
部
で
あ
る
か
の
よ
う
で
あ
り
、
ま
る
で
フ
ィ

ク
シ
ョ
ン
の
世
界
で
の
行
動
が
、
イ
ン
タ
ラ
ク
タ
ー
の
現
実
と
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
世
界
の
両
者
に
共
有
さ
れ
て
い
る
時
間
的
枠
組

み
の
中
で
展
開
し
て
い
る
か
の
よ
う
な
の
で
あ
る
。

結
論
と
し
て
、
架
空
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
「
公
的
な
」
ア
カ
ウ
ン
ト
創

出
を
通
し
て
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
を
ト
ラ
ン
ス
メ
デ
ィ
ア
の
ナ
ラ
テ

ィ
ブ
に
編
入
す
る
と
い
う
比
較
的
最
近
の
現
象
が
、
徐
々
に
、
私
た
ち
が

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
世
界
と
イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
す
る
手
法
に
い
く
つ
か
の

重
要
な
変
化
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
ト
ラ
ン
ス
メ
デ
ィ
ア

の
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
を
含
ん
だ
作
品
の
み
を
個
別
に
検
討
す
る
だ
け
で
は
十

分
で
は
な
い
。
今
日
、
私
た
ち
は
も
は
や
、『
ア
イ
ア
ン
マ
ン
（the Iron 

M
an

）﹇2008–

﹈』
の
映
画
シ
リ
ー
ズ
や
『
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
・
オ
ブ
・
シ
ー

ル
ド
（M

arvel’s Agents of S. H
. I. E. L. D

）﹇2013–

﹈』
の
テ
レ
ビ
番
組

だ
け
で
は
な
く
、「
マ
ー
ベ
ル
・
シ
ネ
マ
テ
ィ
ッ
ク
・
ユ
ニ
バ
ー
ス
」
に

つ
い
て
も
語
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
。（「
マ
ー
ベ
ル
・
シ
ネ
マ
テ
ィ
ッ

ク
・
ユ
ニ
バ
ー
ス
」
と
は
、
そ
の
世
界
が
一
度
に
、
し
か
も
同
時
に
、
映

画
、
テ
レ
ビ
番
組
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ノ
ベ
ル
、
ウ
ェ
ブ
シ
リ
ー
ズ
、
そ
し
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てTw
itter

ア
カ
ウ
ン
ト
に
ま
で
拡
張
す
る
メ
デ
ィ
ア
・
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ

ズ
で
あ
る
）。
同
様
に
、『
マ
ー
ブ
ル
・
ホ
ー
ネ
ッ
ト
』
と
い
う
ウ
ェ
ブ
シ

リ
ー
ズ
だ
け
に
議
論
を
集
中
す
れ
ば
、Tw

itter

ア
カ
ウ
ン
ト
を
通
し
て
、

ま
た
、
サ
イ
ト
「Som

ething Aw
ful

」
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お
い
て
発
展
し

た
こ
の
世
界
の
一
部
を
捨
象
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
包
含
型
受
容
の

基
礎
を
成
す
の
は
、
こ
う
し
た
要
素
で
あ
る
。

包
含
型
受
容
は
、
古
典
的
な
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
の
「
没
入
」
と
は
異
な
り
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
の
台
頭
に
よ
っ
て
可
能
に
な
っ
た
他
の
道
筋
が
、

現
在
、
幾
人
か
の
ク
リ
エ
イ
タ
ー
に
よ
っ
て
探
究
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
を

明
ら
か
に
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
新
し
い
形
式
は
、
ま
す
ま
す
人
気
を

博
し
て
い
る
し
、
独
立
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
の
み
に
限
定
さ
れ
て
は
い
な

い
。
そ
れ
ら
は
今
や
メ
ジ
ャ
ー
な
ス
タ
ジ
オ
で
製
作
さ
れ
た
作
品
を
含
ん

で
お
り
、
新
た
な
ト
レ
ン
ド
の
出
現
を
示
唆
し
て
い
る
。
こ
の
ト
レ
ン
ド

は
、
お
そ
ら
く
ス
コ
ッ
ト
・
Ｗ
・
キ
ャ
ン
ベ
ル
と
パ
ク
・
ヨ
ン
ジ
ン
（
朴
容

震
）
が
言
う
と
こ
ろ
の
「
個
人
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
社
会
」
の
強

化
と
共
に
さ
ら
に
高
ま
っ
て
い
く
だ
ろ
う（C

am
pbell &

 Park
（2008

））。

彼
ら
は
、
社
会
が
間
個
人
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
ま
す
ま
す
向
か

っ
て
い
く
と
仮
定
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
社
会
に
お
け
る
ト
ラ

ン
ス
メ
デ
ィ
ア
の
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
の
観
点
か
ら
、
包
含
型
受
容
の
普
及
を
想

像
す
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
社
会
に
お
い
て
は
、
個
人
が
モ

バ
イ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
プ
ロ
セ
ス
の
中
心
に
置
か
れ
、
真
に

自
律
的
な
ノ
ー
ド
と
な
り
う
る
。
そ
し
て
特
定
の
場
所
の
境
界
か
ら
解
放

さ
れ
、（
架
空
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
含
む
）
彼
ら
の
個
人
的
な
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
に
お
い
て
、
誰
と
で
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
す
る
こ
と
が
可
能
に

な
る
の
だ
。
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